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1. 4ンスリン分泌について
Iljj JrJ~lp，f 1立浪一内科池 111 1主，茂久1 修，
;tf長 :1守人， ~.ミ柴裕人
ブドウ絡は終日投与されたi巧のカが，経治llK投与に
j副交してj([l紛レベル{こ応じたインスリン分泌はより;詰:
切となり，これには何らかの脇信因子が関与している
ものと考えられている.今回，J1~1管因子のインス 1) ン
分泌におよ[ます影読を泌流実験;こより検討した.
し， 1目釘経!AJにブドウ絡を投
?? ? した.その[1うlU主流出淡のブド
ウ結i必i立をーたとして法流液とし{iß~ìi~ ラット j俸を滋流
しインスリン分辺、を主党祭するとともに，同誌の門脈流
出放をインスリン説皮を-):Eとし位~;~'7 ・y ト日子を法流
しインスリン分解をftJB{~ した.
ブドウ泌ミi:Jl当官j白内へ法入してj金流したJB/i:'ì'より 1~J
とした!i与，ブドウ総l(IJ激!こ
対する勝よりのインスリン分泌l土地強され，日Fでのイ
ンスリン分解は低下した.以上より，ブドウ組経口投
与時には何らかのj白管因子がインスリン分泌を増強し
肝での分解を抑制することが示唆された.
3. Jおよ出if政iはおよびi包総il'しと芥抑制!I:)jf1の検紫
鳥取大iま設技術短大笠木 健
福知rLliXi涜設形外科 )1 [コ jil夕、
ノト1mにおける特異的なブドウ総数I1えよlJillJ物1iで:ある
フロリジンと，セJレロース，デ、キストラン，ア。jレラン
とで複合物質を合成したところ，
ブロリジンのようにはjfl中に移行せず，しかもフロリ
ジンと同様の生翌日活性を有することが判明した.
また，デキストラン，プJレラン等のおじi日七位二多治体
!~H去に， 1[.凶f.~値上手lL抑制効果があることを見出した.
これらは，ショ弘!nこ添加して怒[J投与したときにのみ
その効ょにが見られ，ブドウ粉への添加1告には見られな
かったこと，妓大効Jf~を示す添加濃度が存在するこ
と，単除した上皮細胞ショ長!f分先手話予采{こは作用しない
こと~~~;も判 I Jjした.その!渓月三の詳細 l立浪花:のところ不
明である.
闘して，
，数十Tillの天然記総体につ
いて検察した結果，甘味抑制作用を持つギムネマ役が
有望であることが判り，事U'L1tI11l活性を研究g:1であ
る.
4. 天然多総体およ
古f問{IIl-
;)1:元敏 i列，会 I成本，
J也]jJi武
X:bI反大絞技術短χ 笠木 長~
I，!溺病院内科 竹内総見
ガガイモ科綴物 Gy符znemasylvestreの菜から拙
1¥されるギムネマ段(以下 GA)はヒトの甘味感受性
そ選択的に抑制することで知られているトリテjレペン
記お体の 1つである.今回.
訟をiE法からラット小践でのブドウ結吸収に及ぼす GA
の作用を検討した.さらに正常および実5史的糖尿病ラ
ットに経口約庶滋負荷試放を行い， 1立l綴値上昇1(/'1す
るGA単独および天然多粉体のプノレランを GAI乙fJj:
尽して添加投与-ずることによる効来についてど己絞検討
